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(57)【要約】
【課題】本発明は、反射光用領域の色の視認性を調整す
ることで、高品質な色表示を可能とする半透過型液晶表
示装置用カラーフィルタおよび液晶表示装置を提供する
ことを主目的とする。
【解決手段】反射光用領域の着色層と、透過光用領域の
着色層とが同一の材料から形成され、上記記光路差調整
層の材料に用いられる透明樹脂内に反射光用領域の光源
のスペクトル補正機能を有する着色材料を含むことを特
徴とする半透過型液晶表示装置用カラーフィルタを提供
することにより、上記目的を達成する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透明基板と、前記透明基板上にパターン状に形成された光路差調整層と、前記透明基板
上に形成された着色層と、前記透明基板上に形成され、画素部を画定する遮光部とを有し
、前記透明基板と、前記光路差調整層と、前記着色層とが積層された領域を反射光用領域
として用い、前記透明基板と、前記着色層とが積層された領域を透過光用領域として用い
る半透過型液晶表示装置用カラーフィルタであって、
　前記反射光用領域の着色層と、前記透過光用領域の着色層とが同一の材料から形成され
、
　前記光路差調整層の材料に用いられる透明樹脂内に反射光用領域の光源のスペクトル補
正機能を有する着色材料を含むことを特徴とする半透過型液晶表示装置用カラーフィルタ
。
【請求項２】
　前記光路差調整層において、材料に用いられる透明樹脂内に含まれる着色材料が、青系
、紫系もしくは青系と紫系との混合系の着色材料であることを特徴とする請求項１に記載
の半透過型液晶表示装置用カラーフィルタ。
【請求項３】
　前記着色層が、前記透明基板および前記光路差調整層を覆うように形成されていること
を特徴とする請求項１または請求項２に記載の半透過型液晶表示装置用カラーフィルタ。
【請求項４】
　請求項１から請求項３までのいずれかの請求項に記載の半透過型液晶表示装置用カラー
フィルタを用いたことを特徴とする半透過型液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、半透過型液晶表示装置等に用いられる半透過型液晶表示装置用カラーフィル
タおよびそれを用いた半透過型液晶表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、液晶表示装置として、外光の反射と、バックライト光の透過光とを利用した半透
過型液晶表示装置が開発され、この半透過型液晶表示装置は、外光を利用して表示を行な
う従来の反射型カラー液晶表示装置に、バックライトを兼ね備え、周囲が暗い場合でもバ
ックライトによる表示（透過表示）が行なえる、という利点を有する。
【０００３】
　しかしながら、このような半透過型液晶表示装置に用いられるカラーフィルタにおいて
、外光が入射光および反射光として着色層を２回通過することから、外光により表示が行
われる反射光用領域の色特性と、バックライト光によって表示が行われる透過光用領域と
の色特性が異なるという問題を有する場合があった。
【０００４】
　このような問題を解決するため、例えば上記透過光用領域に膜厚の厚い着色層を形成し
、上記反射光用領域に膜厚の薄い着色層を形成する方法等、それぞれの領域に異なる着色
層を形成する方法等が採用されていた。しかしながら、この方法では、３色（赤（Ｒ）、
緑（Ｇ）、青（Ｂ））の着色層を有するカラーフィルタを形成する際、例えばフォトリソ
グラフィー法等を６回繰り返し行わなければならず、工程が煩雑であった。
【０００５】
　そこで、反射光用領域における透明基板上に、透明樹脂層を形成し、その透明樹脂層を
覆うように着色層を形成する方法が提案されている（特許文献１）。この方法によれば、
透明樹脂層上に形成された着色層の膜厚を薄くすることができ、反射光用領域の着色層の
膜厚と、透過光用領域での着色層の膜厚とを異なるものとすることができるため、それぞ
れの領域の色特性を調整することができる。またこの際、上記反射光用領域と透過光用領
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域との着色層表面に生じる段差によって、カラーフィルタを対向基板と対向させて配置し
た際のセルギャップを調整し、反射光用領域および透過光用領域における光の光路差も調
整することができる、という利点も有する。
【０００６】
　しかしながら、上記の方法では、反射光用領域と透過光用領域とは同一の着色層から形
成されているのに対し、反射光用領域の光源となる外光と透過光用領域の光源となるバッ
クライト光とはスペクトルに違いを有するため、上記の方法で製造されたカラーフィルタ
を用いた半透過型液晶表示装置では、反射光用領域のみで表示を行う反射モードの場合と
透過光用領域のみで表示を行う透過モードの場合とでは色の視認性が異なるという問題を
生じた。
【０００７】
【特許文献１】特開２００４－１０２２４３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は上記の問題を解決するためになされたものであり、反射光用領域の色の視認性
を調整することが可能な半透過型液晶表示装置用カラーフィルタおよびそれを用いた半透
過型液晶表示装置を提供することを主目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、透明基板と、上記透明基板上にパターン状に形成された光路差調整層と、上
記透明基板上に形成された着色層と、上記透明基板上に形成され、画素部を画定する遮光
部とを有し、上記透明基板と、上記光路差調整層と、上記着色層とが積層された領域を反
射光用領域として用い、上記透明基板と、上記着色層とが積層された領域を透過光用領域
として用いる半透過型液晶表示装置用カラーフィルタであって、上記反射光用領域の着色
層と、上記透過光用領域の着色層とが同一の材料から形成され、上記光路差調整層の材料
に用いられる透明樹脂内に反射光用領域の光源のスペクトル補正機能を有する着色材料を
含むことを特徴とする半透過型液晶表示装置用カラーフィルタを提供する。
【００１０】
　本発明によれば、反射光用領域の光路差調整層に光源のスペクトル補正機能を持たせる
ことで、反射光用領域の色の視認性を調整することが可能である。
　また、反射光用領域および透過光用領域の着色層は同一の材料から成るので、着色層を
形成する工程において、反射光用領域および透過光用領域の着色層が異なる場合に比べ、
その工程を簡略化することができる。
【００１１】
　本発明においては、上記光路差調整層において、材料に用いられる透明樹脂内に含まれ
る着色材料が、青系、紫系もしくは青系と紫系との混合系の着色材料であってもよい。こ
れは、一般的な半透過型液晶表示装置の光源として太陽光とＬＥＤとが用いられることが
多く、これらの着色材料を用いることで太陽光とＬＥＤのスペクトルの差を相殺すること
ができるためである。
【００１２】
　また、本発明においては、上記着色層が、上記透明基板および上記光路差調整層を覆う
ように形成されていてもよい。このことにより、光路差調整層上に形成された着色層の膜
厚を薄くすることができ、反射光用領域の着色層の膜厚と、透過光用領域での着色層の膜
厚とを異なるものとすることができるため、例えば、着色層を形成する工程において、反
射光用領域を薄膜化するためにハーフトーンマスク等を用いずに済み、半透過型液晶表示
装置用カラーフィルタの製造コストを削減することができる。
【００１３】
　また、本発明は上記半透過型液晶表示装置用カラーフィルタを用いたことを特徴とする
半透過型液晶表示装置を提供する。
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【００１４】
　本発明によれば、上記半透過型液晶表示装置用カラーフィルタを用いた半透過型液晶表
示装置は、反射光用領域の色の視認性を調節できることから、高品質な表示が可能な液晶
表示装置とすることができる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、光路差調整層に光源スペクトル補正機能を設けることで、反射光用領
域の色の視認性を調整することが可能な半透過型液晶表示装置用カラーフィルタを提供で
きるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　本発明は、半透過型液晶表示装置用カラーフィルタおよびそれを用いた半透過型液晶表
示装置に関するものである。以下、これについて詳細に説明する。
【００１７】
　Ａ．半透過型液晶表示装置用カラーフィルタ
　本発明の半透過型液晶表示装置用カラーフィルタは、透明基板と、上記透明基板上にパ
ターン状に形成された光路差調整層と、上記透明基板上に形成された着色層と、上記透明
基板上に形成され、画素部を画定する遮光部とを有し、上記透明基板と、上記光路差調整
層と、上記着色層とが積層された領域を反射光用領域として用い、上記透明基板と、上記
着色層とが積層された領域を透過光用領域として用いる半透過型液晶表示装置用カラーフ
ィルタであって、上記反射光用領域の着色層と、上記透過光用領域の着色層とが同一の材
料から形成され、上記光路差調整層の材料に用いられる透明樹脂内に反射光用領域の光源
のスペクトル補正機能を有する着色材料を含むことを特徴とするものである。
【００１８】
　図１は本発明の半透過型液晶表示装置用カラーフィルタの一例を示す概略断面図である
。本発明の半透過型液晶表示装置用カラーフィルタは、例えば図１に示すように、透明基
板１と、透明基板１上にパターン状に形成された光路差調整層２と、透明基板１上に形成
された着色層３（この例では３Ｂ、３Ｇ、３Ｒ）と、透明基板１上に形成され、画素部を
画定する遮光部４とを有し、透明基板１と、光路差調整層２と、着色層３とが積層された
領域を反射光用領域ｒとして用い、透明基板１と、着色層３とが積層された領域を透過光
用領域ｔとして用いるものである。なお、反射光用領域ｒの着色層３と透過光用領域ｔの
着色層３とは同一の着色材料から形成されるものである。
【００１９】
　一般に、反射光用領域色の視認性を調整する方法として、反射光用領域と透過光用領域
とに異なる着色層を形成する方法等が知られている。しかしながら、この方法では、３色
（赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ））の着色層を有するカラーフィルタを形成する際、例え
ばフォトリソグラフィー法等を６回繰り返し行わなければならず、工程が煩雑であった。
【００２０】
　そこで、反射光用領域に光路差調整層を設けることで反射光用領域と透過光用領域の着
色層を同一の材料を用いて一度に形成する方法が採用された。しかしこの方法では、反射
光用領域と透過光用領域の光源が異なるため、光源スペクトルの違いにより反射光用領域
と透過光用領域の色の視認性が異なるという問題を生じた。
【００２１】
　本発明においては光源のスペクトル補正機能を有する着色材料を含む光路差調整層を用
いて反射光用領域の色の視認性の調整を行うため、反射光用領域および透過光用領域の着
色層は同一のものを使用しても、上述したような問題を解決できる。
【００２２】
　以下、本発明の半透過型液晶表示装置用カラーフィルタについて、各構成に分けて詳細
に説明する。
【００２３】
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　１．光路差調整層
　まず、本発明における光路差調整層について説明する。
　本発明における光路差調整層は、反射光用領域として用いられる領域に形成されるもの
であり、材料に用いられる透明樹脂内に反射光用領域の光源のスペクトル補正機能を有す
る着色材料を含むことを特徴とするものである。これにより、反射光用領域の色の視認性
の調整を行うことができる。
　ここで、反射光用領域の色の視認性の調整としては、反射光用領域と透過光用領域との
色の視認性を異なるように調整する態様と、反射光用領域と透過光用領域との色の視認性
を同一になるように調整する態様とがあり、本発明においては同一になるように調整する
態様が好適に用いられる。一般には、反射光用領域の光源として太陽光を、透過光用領域
の光源としてＬＥＤを用いることが多く、その場合の色の視認性を同一とするために用い
られる。
【００２４】
　上記光路差調整層に用いられる着色材料としては、光源のスペクトル補正機能を有する
ものであれば、特に限定されない。
【００２５】
　上記着色材料としては、青系、紫系、もしくは青系と紫系との混合系の着色材料を使用
してもよい。これは、一般的な半透過型液晶表示装置の光源として太陽光とＬＥＤとが用
いられることが多く、これらのスペクトルを比較した場合、太陽光の方が長波長側のスペ
クトルが強いため、青系、紫系、もしくは青系と紫系との混合系の着色材料を用いること
でこのスペクトルが吸収され、太陽光とＬＥＤのスペクトルの差を相殺することができる
ためである。
【００２６】
　より具体的な青系、紫系の着色材料としては、有機顔料であれば、Ｃｏｌｏｒ　Ｉｎｄ
ｅｘ．ピグメントブルー１５：６、１５：３、１５：２、１５：１、２８、Ｃｏｌｏｒ　
Ｉｎｄｅｘ．ピグメントバイオレット２３、１９、３２等が挙げられ、無機顔料であれば
、ピグメントブルー２９、ピグメントブルー２８、ピグメントブルー３５、ピグメントブ
ルー２７、ピグメントブルー３６、ピグメントブルー３３、ピグメントバイオレット１４
、ピグメントバイオレット１５等が挙げられる。また、ここに挙げた以外の顔料及び染料
も適宜用いることが出来る。これらの着色材料は２種類以上を混ぜて混合系の着色材料と
して用いてもよい。このなかでも有機顔料系の着色材料は耐熱性、耐光性等信頼性の観点
と着色力の観点から特に好ましい。
【００２７】
　また、上記光路差調整層に用いられる着色材料としては、後述する透明樹脂と均一に混
ざることが可能ならば、特に限定されず、染料や顔料等が挙げられる。本発明においては
特に顔料が色特性等の面で好適に用いられる。
【００２８】
　上記着色材料の含有量については光源のスペクトルを補正することが可能ならば特に限
定されないが、０．１質量％～２０質量％の範囲が好ましく、中でも０．２質量％～１０
質量％の範囲、特に、０．５質量％～５．０質量％の範囲が好ましい。含有量が上記範囲
にあることで、反射光用領域の光源スペクトルがより望ましく補正されるからである。
【００２９】
　上記着色材料は所望する色の視認性を調整することができれば、複数色の着色層に対応
する光路差調整層のうちすべてに含まれていてもよいし、一部の色に対応する光路差調整
層に含まれていてもよい。一般的には、赤、緑、青の３色の着色層に対応する光路差調整
層のすべてに含まれていてもよいし、３色のうち２色に対応する光路差調整層に含まれて
いてもよいし、３色のうち１色に対応する光路差調整層に含まれていてもよい。
【００３０】
　上記光路差調整層に用いられる透明樹脂としては、半透過型液晶表示装置用カラーフィ
ルタに入射した外光およびその外光が反射された反射光に対して透明なものであれば、特
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に限定されるものではない。例えば感光性アクリル樹脂、感光性ポリイミド、ポジレジス
ト、カルド樹脂、ポリシロキサン、ベンゾシクロブテン等が挙げられる。
【００３１】
　上記光路差調整層の形状としては、上記反射光用領域および透過光用領域における着色
層表面に生じる段差によって、半透過型液晶表示装置用カラーフィルタを対向基板と対向
させて配置した際のセルギャップを調整し、反射光用領域および透過光用領域における光
の光路差を調整することが可能なものであれば、その形状等は特に限定されるものではな
い。例えば、断面形状が矩形状や台形状のもの等とすることができる。
【００３２】
　また、上記光路差調整層の厚みとしては、０．５μm～５．０μmの範囲以内であること
が好ましく、中でも１．０μm～４．０μmの範囲内、特に１．５μm～３．０μmの範囲内
であることが好ましい。これにより、本発明の半透過型液晶表示装置用カラーフィルタが
半透過型液晶表示装置に用いられた際、反射光用領域および透過光用領域における光路差
を調整することが可能となるからである。
【００３３】
　また、上記光路差調整層の線幅としては、半透過型液晶表示装置の用途等に応じて適宜
決定されるものであるが、本発明においては、１０μｍ～１５０μｍの範囲内、中でも１
５μｍ～８０μｍの範囲内、特に２０μｍ～６０μｍの範囲内であることが好ましい。
【００３４】
　本発明の光路差調整層を形成する方法としては通常用いられる方法であれば特に限定さ
れるものではなく、例えばフォトリソグラフィー法を用いることができる。
【００３５】
　また、本発明における光路差調整層は例えば透明基板上に形成され、透明基板および光
路差調整層が着色層で覆われるような態様（これを第一実施態様とする。）であってもよ
いし、また例えば、透明基板上に形成された着色層の反射光用領域の表面上に形成される
ような態様（これを第二実施態様とする。）であってもよい。
【００３６】
　図１は第一実施態様の半透過型液晶表示装置用カラーフィルタの一例を示す概略断面図
である。図１に示すように、本態様の半透過型液晶表示装置用カラーフィルタは、透明基
板１と上記透明基板１上にパターン状に形成された光路差調整層２と画素部を画定する遮
光部４とを有し、透明基板１および光路差調整層２を覆うようにして形成された着色層３
（この例では３色の着色層３Ｂ、３Ｇ、３Ｒ）を有するものである。上記透明基板１と、
上記光路差調整層２と、上記着色層３とが積層された領域は反射光用領域ｒとして、上記
透明基板１と、上記着色層３とが積層された領域は透過光用領域ｔとして用いられる。な
お、反射光用領域ｒの着色層３と透過光用領域ｔの着色層３とは同一の着色材料から形成
されるものである。
【００３７】
　図２は第二実施態様の半透過型液晶表示装置用カラーフィルタの一例を示す概略断面図
を図示する。図２に示すように、本態様の半透過型液晶表示装置用カラーフィルタは、透
明基板１と上記透明基板１上にパターン状に形成された着色層３（この例では３色の着色
層３Ｂ、３Ｇ、３Ｒ）と画素部を画定する遮光部４とを有し、着色層３上にパターン状に
形成された光路差調整層２を有するものである。上記透明基板１と、上記着色層３と、上
記光路差調整層２とが積層された領域は反射光用領域ｒとして、上記透明基板１と、上記
着色層３とが積層された領域は透過光用領域ｔとして用いられる。なお、反射光用領域ｒ
の着色層３と透過光用領域ｔの着色層３とは同一の着色材料から形成されるものである。
【００３８】
２．着色層
　次に、本発明に用いられる着色層について説明する。本発明に用いられる着色層は、反
射光用領域および透過光用領域の各領域に形成されるものである。
【００３９】
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　本発明における着色層の色数は特に限定されないが、複数色から構成され、一般的には
、赤色着色パターン、緑色着色パターン、および青色着色パターンから構成される。
　上記着色層における着色パターン形状は、ストライプ型、モザイク型、トライアングル
型、４画素配置型等の公知の配列とすることができ、着色面積は任意に設定することがで
きる。
【００４０】
　また、本発明において、着色層は、透明基板および光路差調整層を覆うように形成され
てもよいし、また例えば、透明基板の表面上に形成され、形成された着色層表面上に光路
差調整層が形成されてもよい。
【００４１】
　図１は着色層が透明基板および光路差調整層を覆うように形成されている半透過型液晶
表示装置用カラーフィルタの一例を示す概略断面図である。詳しい説明は「１．光路差調
整層」で説明したのでここでは省略する。
【００４２】
　図２および図３は着色層が透明基板の表面上に形成され、形成された着色層表面上に光
路差調整層が形成されている半透過型液晶表示装置用カラーフィルタの一例を示す概略断
面図である。反射光用領域と透過光用領域との色特性を調整するため、図２の例では反射
光用領域の着色層が透過光用領域の着色層よりも薄く形成されている。また、図３の例で
は反射光用領域の着色層を薄膜化するかわりに、反射光用領域にスルーホールを設けて形
成されている。
【００４３】
　本発明においては、特に図１のように着色層が透明基板および光路差調整層を覆うよう
に形成されていることが好ましい。この場合、半透過型液晶表示装置用カラーフィルタの
着色層を形成する工程において、反射光用領域の薄膜化をハーフトーンマスク等を用いず
に行うことができ、半透過型液晶表示装置用カラーフィルタの製造コストを削減すること
ができる。
【００４４】
　各色の着色パターンは、各色の顔料や染料等の着色剤を感光性樹脂中に分散または溶解
させたものである。
【００４５】
　赤色パターンに用いられる着色剤としては、例えば、ペリレン系顔料、レーキ顔料、ア
ゾ系顔料、キナクリドン系顔料、アントラキノン系顔料、アントラセン系顔料、イソイン
ドリン系顔料等が挙げられる。これらの顔料は単独で用いてもよく２種以上を混合して用
いてもよい。
　緑色パターンに用いられる着色剤としては、例えば、ハロゲン多置換フタロシアニン系
顔料もしくはハロゲン多置換銅フタロシアニン系顔料等のフタロシアニン系顔料、トリフ
ェニルメタン系塩基性染料、イソインドリン系顔料、イソインドリノン系顔料等が挙げら
れる。これらの顔料もしくは染料は単独で用いてもよく２種以上を混合して用いてもよい
。
　青色パターンに用いられる着色剤としては、例えば、銅フタロシアニン系顔料、アント
ラキノン系顔料、インダンスレン系顔料、インドフェノール系顔料、シアニン系顔料、ジ
オキサジン系顔料等が挙げられる。これらの顔料は単独で用いてもよく２種以上を混合し
て用いてもよい。
【００４６】
　また、感光性樹脂としては、ネガ型感光性樹脂およびポジ型感光性樹脂のいずれも用い
ることができるが、通常はネガ型感光性樹脂が用いられる。このネガ型感光性樹脂として
は、例えば、アクリレート系、メタクリレート系、ポリ桂皮酸ビニル系、もしくは環化ゴ
ム系等の反応性ビニル基を有するものが挙げられる。
【００４７】
　着色剤および感光性樹脂を含有する着色層用感光性樹脂組成物には、光重合開始剤を添
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加してもよく、さらには必要に応じて、増感剤、塗布性改良剤、現像改良剤、架橋剤、重
合禁止剤、可塑剤、難燃剤等を添加してもよい。
【００４８】
　また、本発明において、このような着色層の形成方法としては、特に限定されるもので
はなく、一般的なカラーフィルタにおける着色層の形成方法、例えばフォトリソグラフィ
ー法、インクジェット法、印刷法等と同様とすることができるが、好適にはフォトリソグ
ラフィー法が用いられる。
【００４９】
　３．透明基板
　本発明に用いられる透明基板は、上記光路差調整層を形成可能であり、可視光に対して
透明な基板であれば特に限定されるものではなく、一般的なカラーフィルタに用いられる
透明基板と同様のものとすることができる。
【００５０】
　具体的には、石英ガラス、パイレックス（登録商標）ガラス、合成石英板等の可撓性の
ない透明なリジッド材、あるいは、透明樹脂フィルム、光学用樹脂板等の可撓性を有する
透明なフレキシブル材等が挙げられる。
【００５１】
　４．遮光部
　次に、本発明に用いられる遮光部について説明する。本発明における遮光部は、透明基
板上に形成され、画素部を画定するものである。このような遮光部が形成された領域は、
本発明の半透過型液晶表示装置用カラーフィルタを半透過型液晶表示装置とした際、表示
に関係しない非表示領域とされる領域である。
【００５２】
　このような遮光部としては、一般的に、半透過型液晶表示装置用カラーフィルタの遮光
部として用いられるものと同様とすることができ、例えば、スパッタリング法、真空蒸着
法等によって、厚み１０００～２０００Å程度のクロム等の金属薄膜を形成し、この薄膜
をパターニングしたもの等であってもよく、また、例えば、樹脂バインダ中にカーボン微
粒子、金属酸化物、無機顔料、有機顔料等の遮光性粒子を含有させた層をフォトリソ法、
印刷法等により形成したもの等であってもよい。
【００５３】
　５．その他
　本発明の半透過型液晶表示装置用カラーフィルタは、上記透明基板、光路差調整層、遮
光部および着色層以外にも、例えば、オーバーコート層や透明電極層、更には配向膜や柱
状スペーサ等が形成されたものであってもよい。
　また、本発明の半透過型液晶表示装置用カラーフィルタの製造方法については一般的な
半透過型液晶表示用カラーフィルタの製造方法と同様の方法とすることができるため、こ
こでの詳しい説明は省略する。
【００５４】
　Ｂ．半透過型液晶表示装置
　次に、本発明の半透過型液晶表示装置について説明する。本発明の半透過型液晶表示装
置は、上述した半透過型液晶表示装置用カラーフィルタを用いたことを特徴とするもので
あれば、特に限定されるものではなく、通常の半透過型液晶表示装置と同様の構成を有す
るものとすることができる。具体的には、上記半透過型液晶表示装置用カラーフィルタと
、対向して配置される対向基板と、その対向基板との間に封入された液晶と、パターン状
に形成された、外光を反射するための反射板とを有するもの等とすることができる。
【００５５】
　本発明によれば、上記半透過型液晶表示装置用カラーフィルタを用いることから、反射
モードの色の視認性を調整することができるため、高品質な色表示が可能な半透過型液晶
表示装置とすることができるのである。
【００５６】
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　また、上記半透過型液晶表示装置に用いられる各部材については、一般的な半透過型液
晶表示装置に用いられるものと同様とすることができる。さらに、上記半透過型液晶表示
装置に用いられる部材としては、上記のものに限定されるものではなく、例えば配向膜や
電極層等、必要に応じて適宜有するものとすることができる。
【００５７】
　本発明は上記実施形態に限定されるものではない。上記実施形態は、例示であり、本発
明の特許請求の範囲に掲載された技術的思想と実質的に同一な構成を有し、同様な作用効
果を奏するものは、いかなるものであっても本発明の技術的範囲に包含される。
【実施例】
【００５８】
　以下に実施例を示し、本発明をさらに具体的に説明する。
【００５９】
　［実施例］
　(遮光部形成工程)
　カラーフィルタ用の透明基板として、３００ｍｍ×４００ｍｍ、厚さ０．７ｍｍのガラ
ス基板（コーニング社製１７３７ガラス）を準備した。この基板を定法にしたがって洗浄
した後、基板の片側全面に下記組成の遮光部用ネガ型感光性樹脂組成物をスピンコート法
により塗布した。プリベーク後、所定のフォトマスクを介して露光し、現像した後、２３
０℃、３０ｍｉｎの条件で加熱処理した。作製した遮光部は、ピッチ７０μｍで並行して
配列するストライプ形状（線幅１０μｍ、高さ1．５μｍ）であった。
【００６０】
　＜遮光部用のネガ型感光性樹脂組成物＞
・カーボンブラック　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・６１重量部
・感光性樹脂組成物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・３９重量部
・メトキシブチルアセテート　　　　　　　　　　　　　　　・・・３００重量部
　なお、上記の感光性樹脂組成物は、下記組成を有するものである。
　＜感光性樹脂組成物＞
・アクリル樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・３２重量部
・ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート　　　　　　　　・・・４２重量部
・エポキシ樹脂（ジャパン　エポキシ　レジン（株）製）　　　・・・１８重量部
・開始剤（チバ・スペシャリティ・ケミカルズ社製　イルガキュア９０７）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・８重量部
【００６１】
　(光路差調整層形成工程)
　遮光部を形成した基板の片側全面に下記組成の紫色着色剤で染色した透明ネガ型感光性
樹脂組成物をスピンコート法により塗布した。プリベーク後、所定のフォトマスクを介し
て露光し、現像した後、２３０℃、３０ｍｉｎの条件で加熱処理した。作製した光路差調
整層は、ピッチ２１０μｍで遮光部のパターンと直交して配列されたストライプ形状（線
幅４０μｍ、高さ２．５μｍ）であった。
【００６２】
　＜透明ネガ型感光樹脂組成物＞
・メタクリル酸－スチレン－メタクリル酸共重合体　　　　　・・・４２．０重量部
・ペンタエリスリトールペンタアクリレート　　　　　　　　・・・３２．０重量部
・エポキシ樹脂（ジャパン エポキシ レジン（株）製）　　　・・・１８．０重量部
・イルガキュア９０７(チバ・スペシャリティ・ケミカルズ社製）・・・７．０重量部
・プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　　　　・・・３００重量部
・顔料(Ｃ．　Ｉ．　Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　２３)　　・・・１．０重量部
【００６３】
　（着色層形成工程）
　次に、下記組成の赤色ネガ型感光性樹脂組成物、緑色ネガ型感光性樹脂組成物、および
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、青色ネガ型感光性樹脂組成物を調製した。
【００６４】
　＜赤色ネガ型感光性樹脂組成物＞
・顔料（Ｃ．　Ｉ．　Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１７７）　　　　・・・６０重量部
・溶剤（プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート）　・・・６０重量部
・重合開始剤（イルガキュア３６９、チバスペシャリティケミカルズ社製）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・１２重量部
・ＵＶ硬化樹脂（ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート、日本化薬社製）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・１６８重量部
【００６５】
　＜緑色ネガ型感光性樹脂組成物＞
・顔料（Ｃ．　Ｉ．　Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ　３６＋Ｃ．　Ｉ．　Ｐｉｇｍｅｎｔ
　Ｙｅｌｌｏｗ　１５０）　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・１２０重量部
・溶剤（プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート）　・・・６０重量部
・重合開始剤（イルガキュア３６９、チバスペシャリティケミカルズ社製）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・８重量部
・ＵＶ硬化樹脂（ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート、日本化薬社製）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・１１２重量部
【００６６】
　＜青色ネガ型感光性樹脂組成物＞
・顔料（Ｃ．　Ｉ．　Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１５：６）　　・・・６０重量部
・溶剤（プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート）　・・・６０重量部
・重合開始剤（イルガキュア３６９、チバスペシャリティケミカルズ社製）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・１２重量部
・ＵＶ硬化樹脂（ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート、日本化薬社製）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・１６８重量部
【００６７】
　遮光部および光路差調整層を形成した基板の片側全面に上記組成の赤色ネガ型感光性樹
脂組成物をスピンコート法により塗布した。プリベーク後、所定のフォトマスクを介して
露光し、現像した後、２３０℃、３０ｍｉｎの条件で加熱処理した。作製した赤色着色層
は、ピッチ２１０μｍで遮光部のパターンと平行して遮光部間に配列されたストライプ形
状（線幅６５μｍ、高さ１．９μｍ）であった。緑色着色層、青色着色層も同様に形成し
た。緑色着色層および青色着色層の形状も赤色着色層と同様のストライプ形状（線幅６５
μｍ、高さ１．９μｍ）であった。
【００６８】
　（カラーフィルタ形成工程）
　次に、遮光部、着色層を覆うように酸化インジウムスズ（ＩＴＯ）からなる共通透明電
極（厚み１５００Å）をスパッタリング法により形成した。
　次に、ネガ型感光性樹脂組成物として、ＪＳＲ（株）製　ＮＮ８５０を共通透明電極上
にスピンコート法により塗布し、スペーサ形成用のマスクを介して露光し、現像した。そ
の後、２３０℃、３０分間の焼成処理を施して、スペーサを形成した。スペーサは、光路
差調整層上の着色層に位置し、高さ２．０μｍ、直径約１６μｍであった。
　次に、共通透明電極とスペーサを覆うように、配向膜用塗料（日産化学（株）製　ＳＥ
－５３００）をスピンコート法で塗布し、２２０℃、６０分間の焼成処理を施して、厚み
（共通透明電極上の厚み）２００Åの配向膜を形成し、カラーフィルタを得た。
【００６９】
　（液晶表示装置形成工程）
　一方、ＴＦＴ基板用の透明基板として、３００ｍｍ×４００ｍｍ、厚さ０．７ｍｍのガ
ラス基板（コーニング社製１７３７ガラス）を準備した。この基板を定法にしたがって洗
浄した後、基板の片側全面にスパッタリング法により酸化インジウムスズ（ＩＴＯ）を１
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５００Åの厚さに成膜して透明電極とした。
　次に、この透明電極上にポジ型感光性レジスト（東京応化工業（株）製　ＯＦＰＲ－８
００）を塗布し、所定のマスクを介して露光、現像してレジストパターンを形成した。次
いで、このレジストパターンをマスクとして、透明画素電極をエッチングして透明電極を
形成した。
　次いで、６０μｍ×２１０μｍの大きさの開口部を、上記の反射光用領域上に光路差調
整層と対向するような配置で備えたマスクを介して、透明画素電極上にアルミニウム電極
（反射用電極）をスパッタリング法により成膜（厚み１０００Å）して形成した。これに
より、６０μｍ×２１０μｍの大きさの領域毎に、６０μｍ×１７０μｍの透明画素電極
と、各透明画素電極上に６０μｍ×４０μｍの反射用電極を形成した。その後、上記のカ
ラーフィルタ作製の場合と同様にして、透明画素電極および反射用電極上に厚み２００Å
の配向膜を形成し、ＴＦＴ基板を得た。
　なお、実際のＴＦＴ基板は、液晶駆動用の薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）を備えた基板上
に、画素形状にパターニングされた透明電極、反射用電極を備えるが、本実施例では、簡
略化のためＴＦＴを省略してＴＦＴ基板とした。
　次に、カラーフィルタとＴＦＴ基板を配向膜形成面側を対向させ、かつ、反射用電極が
カラーフィルタの光路差調整層が存在する領域（反射光用領域）と対向するようにして貼
り合わせ、次いで、真空注入法を用いて液晶をセル内に注入し、注入口を紫外線硬化樹脂
を用いて封止し、その後、アニーリング処理を行って流動配向効果をキャンセルした。こ
れにより、評価用の液晶表示装置を作製した。この液晶表示装置の液晶層の厚みは、反射
光用領域で１．９μｍ、透過光用領域で３．８μｍであった。
【００７０】
　［評価］
　作製した液晶表示装置は、室内における透過モード表示および屋外における反射モード
表示のどちらも同様の色特性が得られた。
【図面の簡単な説明】
【００７１】
【図１】本発明の半透過型液晶表示装置用カラーフィルタの一例を示す概略断面図である
。
【図２】本発明の半透過型液晶表示装置用カラーフィルタの他の一例を示す概略断面図で
ある。
【図３】本発明の半透過型液晶表示装置用カラーフィルタの他の一例を示す概略断面図で
ある。
【符号の説明】
【００７２】
　　　１…透明基板
　　　２…光路差調整層
　　　３…着色層
　　　４…遮光部
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